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●「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」の
生
産
・
加

工
・
流
通
に
つ
な
げ
る
６
次
産

業
化
の
た
め
に

　
　

今
年
３
月
廃
校
に
な
っ
た
原

小
の
校
舎
を
活
用
し
「
あ
け
ぼ

の
大
豆
拠
点
施
設
」
整
備
を
進

め
て
い
る
。
８
月
下
旬
竣
工
を

目
標
に
枝
豆
収
穫
時
期
に
は
本

格
稼
働
の
予
定
で
あ
る
。

●
28
年
度
決
算
処
理
は

　
　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

決
算
処
理
が
５
月
末
日
に
行
わ

れ
た
。

　
　

全
会
計
に
お
い
て
黒
字
決
算

と
な
り
、
会
計
事
務
が
完
結
し

た
。

●
地
方
交
付
税
１
億
円
減
額

　
　

前
年
度
比
較
で
約
１
億
円
の

減
額
が
見
込
ま
れ
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
だ
が
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
り
つ
つ
、
有
利
な

補
助
金
・
地
方
債
等
を
使
い
な

が
ら
効
率
的
・
持
続
的
な
財
政

運
営
を
図
っ
て
い
く
。

●
身
延
町
議
会
議
員
選
挙

　
　

身
延
町
議
会
議
員
の
任
期
が

今
年
10
月
31
日
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
10
月
17
日
告
示
10
月
22

日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
さ
れ

た
。

●
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

　

推
進
委
員
の
選
任

　
　

昨
年
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
、

農
業
委
員
の
選
任
が
従
来
の
選

挙
制
度
か
ら
議
会
の
同
意
を
必

要
と
す
る
町
長
の
任
命
制
に
変

更
さ
れ
た
。
現
在
の
委
員
の
任

期
満
了
が
７
月
19
日
と
な
る
た

め
、
農
業
委
員
の
14
名
に
つ
い

て
６
月
議
会
で
同
意
を
得
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12

名
は
新
農
業
委
員
会
で
評
価
・

選
考
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
日
本
一
の
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く

り
事
業

　
　

高
校
生
の
提
案
を
基
に
計
画

し
、
町
内
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
り
、
観
光
に
結
び
付
け
る

た
め
に
、
富
士
川
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
公
園
内
に
５
０
０
０
本

を
植
栽
す
る
計
画
で
、
こ
れ
ま

で
に
約
２
０
０
０
本
を
植
栽
し

た
。
本
年
度
は
、
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
に
引
き
続
い
て
町
内
全

域
の
公
園
・
公
民
館
敷
地
等
に

植
栽
す
る
計
画
で
、
各
区
に
希

望
本
数
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
看
板

　
　

設
置
場
所
は
、
①
Ｊ
Ａ
ふ
じ

か
わ
中
富
直
売
所
②
富
士
川
ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
③
感か

ん

せ

い

ぼ

う

井
坊
④
み

の
ぶ
ゆ
ば
の
里
⑤
大
島
農
林
産

物
直
売
所
⑥
湯
之
奥
金
山
博
物

館
⑦
身
延
山
総
門
駐
車
場
⑧
な

か
と
み
和
紙
の
里
⑨
門
内
仲
町

駐
車
場
⑩
Ｊ
Ｒ
身
延
駅
ロ
ー
タ

リ
ー
⑪
中
之
倉
展
望
台
⑫
道
の

駅
し
も
べ
⑬
下
部
温
泉
駅
前
⑭

下
部
朝
市
の
広
場
で
あ
る
。

●
身
延
清
稜
小
学
校
・
下
山
小
学

校
の
開
校

　
　

身
延
清
稜
小
と
下
山
小
が
４

月
６
日
に
開
校
し
た
。
期
待
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ
た
新
入
学
生
が

加
わ
り
、
新
た
な
一
歩
が
力
強

く
踏
み
出
さ
れ
た
。

●
公
共
下
水
道
の
加
入
状
況

　
　

今
後
も
引
き
続
き
加
入
率

ア
ッ
プ
に
ご
理
解
ご
協
力
を
。

町長行政報告
望
月
幹
也 

町
長

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
６
次
産
業
化
に
向
け
て

各地に設置されたインバウンド対応観光看板
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＊
と　

き　

平
成
29
年
５
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
9
時
20
分

＊
会　

場　

働
く
婦
人
の
家
（
久
那
土
）

＊
参
加
者　

計
20
人

（
町
民
６
人
、議
員
12
人
、事
務
局
2
人
）

　
下
部
地
区

質

疑

応

答

　

み
の
ぶ
自
然
の
里
は
本
当
に
活
用
で
き

る
の
か
。
成
功
す
る
見
込
み
は
あ
る
の

か
。
な
い
の
で
あ
れ
ば
途
中
で
も
や
め
た

方
が
よ
い
。	

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

　

な
か
と
み
青
少
年
自
然
の
里
が
県
か
ら

無
償
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
だ
が
、
建
物
の
改
修
・
人
材
の
活
用
・

指
定
管
理
者
の
選
定
・
特
別
交
付
金
の
遅

れ
な
ど
問
題
が
あ
る
。

　

廃
校
利
用
に
つ
い
て
、
町
は
何
か
計
画

が
あ
る
の
か
。	

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

旧
中
富
中
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
工
場
と
し

て
賃
貸
し
て
い
る
。
今
年
廃
校
に
な
っ
た

原
小
は
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
拠
点
施
設
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
は
特
に
聞
い
て
い
な
い
。
町
は
、

地
域
の
要
望
に
よ
っ
て
利
用
を
決
め
た
い

と
言
っ
て
い
る
。

　

町
に
は
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
る
が
、

一
つ
で
も
黒
字
の
も
の
は
あ
る
の
か
。
そ

ん
な
中
で
、
「
自
然
の
里
」
を
と
い
う
の

は
納
得
で
き
な
い
。
ま
た
、
副
町
長
を
置

く
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
副
町
長
も
身
延

町
に
住
ん
で
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
本

当
か
。	

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

黒
字
の
施
設
は
な
い
。
副
町
長
は
元
県

職
員
で
甲
斐
市
の
敷
島
か
ら
通
勤
し
て
い

る
。

　

久
那
土
小
の
７
人
中
１
人
だ
け
が
身
延

中
で
残
り
は
六
郷
と
甲
府
の
中
学
校
へ

行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
議
員
は
ど
う
考

え
る
か
。	

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

　

①
こ
う
な
る
こ
と
は
予
見
で
き
た
。
学

校
が
な
い
町
に
人
は
住
ま
な
い
。

　

②
学
校
統
廃
合
で
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を

か
け
た
。
今
後
は
、
本
町
の
子
ど
も
は
本

町
の
学
校
に
通
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

自
然
の
里
に
賛
成
し
た
議
員
の
考
え
を

聞
き
た
い
。	

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

　

昨
年
９
月
議
会
に
議
案
が
出
さ
れ
た
と

き
は
、
町
の
準
備
不
足
だ
と
考
え
反
対
し

た
が
、
11
月
臨
時
議
会
で
は
、
町
長
や
町

職
員
が
一
丸
に
な
っ
て
や
る
と
い
う
熱
意

を
感
じ
て
賛
成
し
た
。

　

熱
意
や
思
い
だ
け
で
成
功
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
失
敗
し
た
と
き
に
は
誰
か

責
任
を
取
れ
る
の
か
。
町
長
や
賛
成
議
員

が
取
る
の
か
。	

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

　

今
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
指
定
管
理
者
と
し

て
準
備
を
し
て
い
る
。
な
ん
で
も
リ
ス
ク

は
つ
き
も
の
だ
が
、
成
功
事
例
も
あ
る
。

町民と議員との懇談会
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地域住民の声を聞く
＊
と　

き　

平
成
29
年
５
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
9
時
15
分

＊
会　

場　

身
延
町
総
合
文
化
会
館

＊
参
加
者　

計
32
人

（
町
民
19
人
、議
員
11
人
、事
務
局
2
人
）

　
身
延
地
区

質

疑

応

答

　

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
今
年
度
予
算
の
内

容
は
。	

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

今
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
と
し
た
施
設

か
ら
一
般
客
を
対
象
と
す
る
施
設
へ
の
整

備
費
が
主
で
あ
る
。

　

自
然
の
里
が
県
か
ら
町
の
施
設
に
な
っ

た
が
、
議
員
は
ス
ン
ナ
リ
賛
成
し
た
の

か
。	

（
身
延
地
区　

男
性
）

　

①
昨
年
９
月
議
会
に
初
め
て
説
明
が
さ

れ
、
関
係
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
そ
の

時
は
説
明
不
十
分
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
数
回
の
説
明
で
11
月
に
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
た
。

　

②
あ
の
場
所
を
観
光
拠
点
と
す
る
の
に

は
不
安
が
あ
る
。
個
人
的
に
は
リ
ス
ク
が

大
き
い
事
業
で
あ
り
反
対
す
る
。

　

27
・
28
年
の
地
方
創
生
事
業
の
検
証
結

果
は	

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

地
方
創
生
事
業
検
証
委
員
会
に
お
い

て
、
４
つ
の
事
業
に
つ
い
て
計
画
ど
お
り

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

自
然
の
里
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
は
苦

渋
の
選
択
で
議
決
し
た
と
思
う
が
、
そ
の

経
過
を
し
っ
か
り
説
明
し
て
ほ
し
い
。

	
（
身
延
地
区　

男
性
）

　

実
際
、
最
初
は
反
対
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
議
員
一
人
ひ
と
り
の
考

え
の
中
で
僅
差
で
採
択
さ
れ
た
。

　

町
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
副
町
長
は
必

要
な
の
か
。	

（
下
山
地
区　

男
性
）

　

①
町
長
は
町
外
出
張
が
多
い
の
で
、
決

裁
を
速
や
か
に
す
る
に
は
副
町
長
が
必
要

と
感
じ
る
。

　

②
議
員
も
全
員
賛
成
で
は
な
く
、
必
要

性
を
強
く
感
じ
な
い
議
員
も
い
た
。

提
言
・
意
見
・
要
望

○
自
然
の
里
で
３
年
間
交
付
金
が
出
る
期
間

後
、
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
撤

退
す
る
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い

○
南
部
中
と
身
延
中
と
比
較
し
て
南
部
中
の

生
徒
数
が
８
人
多
い
。
人
口
比
か
ら
い
え

ば
逆
だ
と
思
う
が
町
の
施
策
を
し
っ
か
り

と
お
願
い
し
た
い
。

○
観
光
の
町
づ
く
り
の
た
め
、
専
門
的
知
識

を
持
っ
た
人
材
を
職
員
と
し
て
採
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

○
数
回
、
懇
談
会
に
参
加
し
て
い
る
が
、
人

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
勉
強
に
な
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
任
せ
で
は
な
く
、
役
場

職
員
・
議
員
・
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
良
い
ま

ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
。

○
懇
談
会
に
若
い
人
が
参
加
す
る
よ
う
な
努

力
を
お
願
い
し
た
い
。
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＊
と　

き　

平
成
29
年
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
52
分

＊
会　

場　

飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
参
加
者　

計
21
人

（
町
民
８
人
、議
員
11
人
、事
務
局
2
人
）

　
中
富
地
区

町民と議員との懇談会

質

疑

応

答

　

み
の
ぶ
自
然
の
里
事
業
は
国
が
す
べ
て

を
負
担
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
町
の
負
担
が
あ
る
と
聞
い
た
。

　

採
算
が
見
込
め
な
い
の
で
撤
回
し
た
方

が
良
い
。	

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

議
案
に
は
反
対
し
た
が
議
決
さ
れ
た
の

で
議
員
と
し
て
は
議
決
を
尊
重
し
て
良
い

方
向
に
い
く
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

賛
成
し
た
議
員
の
意
見
は

	

（
西
嶋
地
区　

男
性
）

　

①
３
年
間
は
町
の
負
担
と
国
の
交
付
金

で
賄
い
、
４
年
目
か
ら
は
自
主
事
業
と
し

て
運
営
で
き
る
よ
う
に
観
光
課
と
他
部
署

も
連
携
し
て
進
め
て
い
く
と
言
っ
て
い

る
。

　

②
施
設
整
備
費
は
交
付
金
が
50
％
で
残

り
は
合
併
特
例
債
を
利
用
す
る
が
、
最
終

的
に
町
の
負
担
は
約
17
％
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
だ
十
分
利
用
出
来
る
施
設
を
こ

の
ま
ま
取
り
壊
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

考
え
た
。

　

③
新
規
事
業
は
不
安
と
期
待
が
あ
る
が

職
員
の
町
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
強
く
感
じ
た
中
で
の
苦
渋
の

選
択
で
あ
っ
た
。

　

久
成
地
区
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
農
園
事
業
は

誰
が
何
を
す
る
の
か

	

（
大
須
成
地
区　

女
性
）

　

移
住
者
や
町
外
の
農
地
を
持
た
な
い
人

に
農
地
を
貸
し
出
し
て
休
耕
地
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
や
す

の
が
目
的
。

　

町
外
者
で
複
数
日
に
わ
た
り
耕
作
す
る

時
に
は
宿
泊
施
設
と
し
て
自
然
の
里
を
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
説

明
さ
れ
た
。

提
言
・
意
見
・
要
望

○
富
士
川
町
や
南
部
町
の
道
の
駅
は
繁
盛
し

て
い
る
。

　

高
齢
者
等
が
持
ち
込
ん
で
販
売
で
き
る
場

所
が
欲
し
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
生
き
が

い
を
感
じ
健
康
寿
命
が
延
び
る
の
で
は
。

○
懇
談
会
は
継
続
し
て
欲
し
い
。

　

参
加
者
が
少
な
い
。

○
町
民
が
町
政
に
参
加
で
き
る
よ
う
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
創
っ
た
ら
ど
う
か
。

○
地
震
等
の
災
害
に
備
え
廃
校
に
な
っ
た
空

校
舎
等
を
活
用
し
た
防
災
用
品
等
の
備
蓄

を
。
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深澤　勝 議員 一 般 質 問
問　

統
合
に
よ
る
各
学
校
単
位
の

児
童
生
徒
数
は
大
幅
に
増
加
、

下
山
小
は
統
合
に
よ
り
68
人

増
え
、身
延
中
で
は
統
合
時
79

人
も
増
え
て
１
９
２
人
に
な
っ

た
状
況
で
あ
る
。健
康
で
快
適

な
学
校
生
活
を
送
る
為
の
ト
イ

レ
は
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
る

が
、文
科
省
で
は
便
器
の
設
置

数
等
の
基
準
を
定
め
て
い
る
の

か
。ま
た
、そ
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

文
科
省
に
は
明

確
な
基
準
は
な
い
。下
山
小
以

外
は
児
童
生
徒
数
が
多
い
と
き

の
学
校
建
設
な
の
で
設
置
数
に

は
不
足
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

問　

学
校
ト
イ
レ
は
和
式
便
器
が

多
く
、衛
生
面
で
も
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
　

大
便
器
の
設
置
数
、洋
式
便

器
数
と
洋
式
化
率
、児
童
生
徒

数
に
対
す
る
設
置
割
合
は
。

学
校
教
育
課
長　

大
便
器
の
設
置

数
は
、身
延
清
稜
小
14
個
、下
山

小
31
個
、身
延
中
24
個
。

　
　

洋
式
便
器
数
と
洋
式
化

率
は
、身
延
清
稜
小
８
個
で

57
・
１
％
、
下
山
小
31
個
で

１
０
０
％
、身
延
中
８
個
で
33
・

８
％
で
あ
る
。

　
　

身
延
中
の
洋
式
便
器
の
設
置

割
合
は
、22
・
７
人
に
１
個
で
あ

る
。

問　

身
延
中
の
大
便
器
数
、洋
式

化
率
は
驚
く
ほ
ど
低
い
。洋
式

便
器
へ
の
対
策
は
。

教
育
長　

環
境
衛
生
面
も
考
慮

し
、本
年
度
策
定
す
る
学
校
施

設
整
備
計
画
に
お
い
て
検
討
す

る
。

要
望　

屋
内
体
育
館
等
、施
設
ト

イ
レ
も
含
め
て
速
や
か
な
対
応

を
望
む
。

問　

文
科
省
は
要
保
護
世
帯
へ
の

国
庫
補
助
金
支
給
規
則
を
改

め
、入
学
前
支
給
を
決
定
し
た
。

本
町
で
も
来
春
入
学
者
か
ら
入

学
前
支
給
の
考
え
は
。

教
育
長　

来
春
入
学
者
か
ら
入
学

前
支
給
に
向
け
、要
綱
を
見
直

し
具
体
的
に
取
り
組
む
。

問　

開
館
か
ら
19
年
が
経
過
、教

育
的
施
設
と
は
い
え
、25
年
度

か
ら
３
年
間
の
収
支
は
。

生
涯
学
習
課
長　

３
カ
年
の
総

額
で
、歳
出
７
６
３
３
万
７
千

円
、
入
場
料
等
の
収
入
は

３
２
５
万
８
千
円
で
あ
る
。

問　

町
は
３
年
間
で
約
７
３
０
０

　

万
円
と
、多
額
の
財
源
を
投
入

し
て
い
る
。

　
　

地
域
産
業
と
密
着
し
た
展
示

販
売
等
、活
力
を
生
み
出
す
斬

新
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
開
館

20
周
年
を
節
目
に
検
討
を
。

教
育
長　

設
置
目
的
を
勘
案
し
活

性
化
に
ど
う
繋
げ
て
い
く
か
、

親
し
み
の
あ
る
施
設
づ
く
り
に

心
が
け
る
。

問

答
「
学
校
施
設
整
備
計
画
」で
検
討

統
合
し
た
学
校
ト
イ
レ
の
状
況
は

ここが聞きたい！

入
学
祝
い
金
は
入
学
前
に

現
代
工
芸
美
術
館
の
運
営

身延清稜小学校と下山小学校のトイレ
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問　

下
部
温
泉
会
館
の
ト
イ
レ
は

和
式
で
、高
齢
者
に
は
不
便
だ

と
い
う
利
用
者
か
ら
の
苦
情

が
あ
っ
た
。築
32
年
で
、浴
室
や

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
改
修
も
必
要

だ
が
、「
ま
ち
・
ひ
と
・し
ご
と
総

合
戦
略
」に
は
、下
部
温
泉
の
魅

力
ア
ッ
プ
も
含
ま
れ
て
い
る
。温

泉
会
館
改
修
の
予
定
は
。

観
光
課
長　
「
下
部
温
泉
郷
の
魅

力
ア
ッ
プ
事
業
」と
し
て
、地
元

と
協
議
す
る
中
で
今
後
の
在
り

方
も
含
め
方
向
性
を
定
め
て
い

き
た
い
。

問　

役
場
の
ト
イ
レ
も
和
式
が
多

く
、来
訪
者
に
便
宜
を
図
る
た

め
に
も
洋
式
に
す
れ
ば
、男
子

用
は
大
小
両
用
に
使
え
る
。本

町
は
観
光
の
町
で
あ
り
、ト
イ

レ
使
用
を
目
的
に
来
る
観
光
バ

ス
の
お
客
様
も
多
い
。役
場
、学

校
だ
け
で
な
く
道
の
駅
な
ど
の

観
光
地
の
ト
イ
レ
も
見
直
し
が

必
要
だ
が
。

観
光
課
長　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

町
長
の
命
を
受
け
現
在
、調
査

中
で
、早
け
れ
ば
今
年
中
に
も

改
修
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
計

画
を
進
め
て
い
る
。

問　
「
公
共
の
湯
」
と
呼
ば
れ
る

入
浴
施
設
が
増
え
て
い
る
。温

泉
会
館
も
少
し
金
を
か
け
て
金

の
と
れ
る
施
設
に
し
た
ら
ど
う

か
。

副
町
長　
「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
総

合
戦
略
」の
中
で
、温
泉
会
館
の

活
用
は
、今
後
の
あ
り
方
も
含

め
、地
元
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

下
部
地
区
の
懇
談
会
で
は

「
町
民
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

明
ら
か
な
事
業
は
や
め
た
ほ
う

が
よ
い
。失
敗
し
た
と
き
の
責

任
は
誰
が
と
る
の
か
」身
延
地

区
で
は「
あ
ん
な
場
所
に
宿
泊

施
設
を
作
っ
て
誰
が
利
用
す
る

の
か
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
指
定
管
理

者
が
出
て
こ
な
か
っ
た
ら
町
が

こ
の
事
業
を
や
っ
て
い
く
の
か
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

町
の
直
営
は
考
え
て

い
な
い
。当
初
、７
月
オ
ー
プ
ン

の
予
定
だ
っ
た
が
交
付
決
定
が

５
月
末
と
な
り
、着
手
が
６
月

か
ら
と
な
り
秋
の
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た

い
。

問　

交
付
金
の
支
給
条
件
と
し
て

食
堂
事
業
を
付
け
加
え
ら
れ
て

「
地
元
食
材
の
提
供
」「
新
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
」を
追
加
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、な
に
か
計
画

は
あ
る
の
か
。

観
光
課
長　

地
元
食
材
は
近
隣
区

長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
協
力
い

た
だ
け
る
話
を
頂
い
た
。新
メ

ニ
ュ
ー
は
関
係
者
や
専
門
家
の

意
見
を
聞
い
て
決
め
る
。

問　

１
泊
２
食
で
５
３
０
０
円
～

５
８
０
０
円
と
相
当
安
価
だ

が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
。

観
光
課
長　

国
籍
・
性
別
・
年
齢
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
入

れ
る
施
設
に
す
る
。

下部温泉会館浴室

問

答
「
下
部
温
泉
の
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」で
地
元
と
協
議

築
32
年
の
下
部
温
泉
会
館
の
改
修
は

芦澤　健拓 議員

一 般 質 問

「
み
の
ぶ
自
然
の
里
構
想
」

温
泉
会
館
を
公
共
の
湯
に

観
光
地
の
ト
イ
レ
は
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問　

下
山
小
の
放
課
後
の
子
ど
も

達
の
安
全
面
で
問
題
が
あ
っ

た
。
学
校
に
い
る
間
の
子
ど
も

の
安
全
に
は
責
任
を
持
っ
て
欲

し
い
。
ま
た
保
護
者
へ
の
説
明

は
、
き
ち
ん
と
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

手
の
空
い
て
い
る
先
生

が
子
ど
も
達
の
安
全
確
認
の
た

め
い
ろ
ん
な
手
だ
て
を
講
じ
て

い
る
。
校
長
室
や
職
員
室
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
渡
せ
把
握
が

で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。

問　

低
学
年
の
子
ど
も
達
は
一
斉

下
校
で
遅
く
帰
っ
て
来
る
と
ク

タ
ク
タ
な
の
で
早
く
帰
ら
せ
て

欲
し
い
と
い
う
保
護
者
の
話
を

聞
い
た
。

学
校
教
育
課
長　

３
名
の
保
護
者

が
、
早
い
時
間
帯
に
も
う
１

便
、
下
校
便
を
出
し
て
欲
し

い
と
要
望
が
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
保
護
者
が
不

安
を
抱
え
続
け
る
よ
う
な
ら
学

校
は
困
り
感
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

問　

困
り
感
で
な
く
実
際
に
親
子

で
困
っ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と

思
っ
た
か
ら
以
前
か
ら
質
問
を

し
て
き
て
い
る
の
に
改
善
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長　

子
ど
も
達
が
一
緒
に

な
っ
て
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
統
合
の
準
備
の
段

階
で
決
め
た
こ
と
で
最
善
の
策

だ
と
思
う
。

問　

総
合
戦
略
の
な
か
で
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

援
は
先
進
的
な
施
策
と
評
価
を

し
て
い
る
。

　
　

そ
の
中
で
祝
い
金
が
入
園
、

入
学
後
に
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん
だ

趣
旨
は
。

町
長　

入
園
・
入
学
時
の
準
備
に

か
か
る
経
済
的
負
担
の
解
消
で

来
年
度
分
か
ら
は
入
園
・
入
学

前
に
支
給
し
た
い
。

問　

下
部
温
泉
駅
の
駅
員
配

置
を
と
以
前
に
も
質
問
し

た
が
そ
の
後
の
状
況
は
。

下
部
支
局
長　

80
年
経
っ
て

い
る
駅
舎
の
建
て
替
え
を

含
め
下
部
温
泉
駅
利
活
用

対
策
委
員
会
や
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
し
て
い
る
。

問　

こ
の
ま
ま
で
建
て
替
え

る
と
し
た
ら
、
甲
斐
岩
間

駅
の
よ
う
に
待
合
室
が
あ

る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　
　

早
急
に
住
民
を
含
め
た

話
合
い
提
案
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

町
長　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し
て
い
る

が
Ｊ
Ｒ
側
の
現
駅
舎
の
あ
り
方

が
決
ま
ら
な
い
と
進
め
ら
れ
な

い
。

　
　

準
備
は
地
元
と
協
議
し
な
が

ら
鋭
意
進
め
た
い
。

問

統
合
準
備
の
段
階
で
決
め
た
最
善
の
策

渡辺　文子 議員

子
ど
も
や
保
護
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
対
策
を

答

一 般 質 問

無人の下部温泉駅待合室

入
園
・
入
学
祝
い
金

下
部
温
泉
駅
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問　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
発
足

し
て
か
ら
の
寄
附
金
の
実
績
は
。

政
策
室
長　

20
年
度
か
ら
で
計

３
０
８
件
、４
２
９
５
万
３
千
円

で
あ
る
。

問　

本
町
の
返
礼
品
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
送
っ
て
い
る
の
か
。ま

た
そ
の
内
容
は
。

政
策
室
長　

28
年
度
ま
で
は
、礼

状
と
身
延
ふ
る
さ
と
便
を
活
用

し
た
四
季
折
々
の
特
産
品
や
金

山
博
物
館
等
の
入
場
無
料
券
を

送
付
し
て
い
る
。

　
　

謝
礼
と
い
う
意
味
合
い
か
ら

社
会
通
念
に
照
ら
し
て
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
魅
力
が
発
信

で
き
る
よ
う
な
返
礼
品
を
整

え
、良
識
あ
る
範
囲
内
と
し
て

３
割
以
内
と
考
え
て
い
る
。

問　

納
税
し
て
く
れ
る
人
が
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
と
思
う
。

　
　

本
町
へ
の
誘
客
や
特
産
品
の

ア
ピ
ー
ル
、認
知
度
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
返
礼
品
と
し
て
、例

え
ば
下
部
温
泉
や
身
延
山
の
宿

へ
の
無
料
宿
泊
券
、和
紙
製
造

体
験
等
、本
町
に
来
て
も
ら
え

る
返
礼
品
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。内
容
等
の
見
直
し
や
周
知

方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

政
策
室
長　

宿
泊
券
や
え
だ
ま
め

収
穫
体
験
の
返
礼
品
も
鋭
意
検

討
し
て
い
く
。29
年
度
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

通
じ
て
、ふ
る
さ
と
身
延
町
を

応
援
し
た
い
と
い
う
全
国
に
い

る
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ま
を
募
り
、

制
度
を
充
実
さ
せ
広
報
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
全
国
に
情

報
発
信
し
て
周
知
し
て
い
く
。

問　

運
行
経
路
変
更
に
伴
う
町
民

の
反
応
は
ど
う
か
。

政
策
室
長　

特
に
乗
車
状
況
を
見

る
と
多
く
の
高
校
生
等
の
通
学

に
利
用
さ
れ
、保
護
者
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
る
。

問　

身
延
鰍
沢
線
を
１
回
、往
復
便

を
増
や
す
と
か
か
る
経
費
は
。

政
策
室
長　

往
復
１
便
当
た
り
年

間
約
７
０
０
万
円
、ま
た
古
関
甲

斐
岩
間
線
・
古
関
循
環
線
は
各

循
環
線
年
間
約
１
０
０
万
円
。

問　

合
併
後
の
消
防
団
員
数
の
推

移
は
。

総
務
課
長　

１
３
６
名
減
少
し
、

29
年
４
月
１
日
現
在
団
員
数
は

６
９
３
名
で
あ
る
。

　
　

平
均
年
齢
は
41
・
4
歳
で
、団

員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。

問　

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
免
許
や

普
通
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
い

団
員
に
対
し
、準
中
型
免
許
や

中
型
免
許
取
得
の
た
め
の
助
成

制
度
を
創
設
し
た
ら
よ
い
と
考

え
る
が
。

総
務
課
長　

今
後
の
消
防
団
活
動

を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
課

題
で
あ
る
。団
員
確
保
の
観
点

か
ら
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

答

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
鋭
意
検
討
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は

平成28年までの返礼品

一 般 質 問

赤池　朗 議員

町
営
バ
ス

消
防
団
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問

答

町
全
体
で
日
本
一
を
目
指
し
て
進
め
る

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業
は

委員長　広島　法明

▼一
般
会
計
補
正
予
算

 
財
政
課
関
係

問　

合
併
特
例
債
の
発
行
額
と
返

済
残
高
は
。

答　

16
年
度
よ
り
町
の
起
債
と
し
て

　

発
行
し
て
お
り
、発
行
総
額
は
28

年
度
末
で
40
億
７
４
６
０
万
円
、

返
済
残
高
は
14
億
２
３
０
３
万

　

２
５
７
１
円
で
あ
る
。

 

政
策
室
関
係

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

と
は
何
か
。

答　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
対
す
る
補
助
金
で
、

今
回
、梅
平
１
区
か
ら
申
請
さ
れ

た
活
動
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

問　

こ
の
助
成
金
は
申
請
す
れ
ば
必

ず
助
成
さ
れ
る
の
か
。

答　

対
象
の
事
業
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、お
祭
り
の
太
鼓
や

法
被
等
が
対
象
に
な
る
が
、申
請

数
な
ど
に
よ
り
採
択
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
る
。

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
使
用
し
て
い

る
車
は
町
が
所
有
す
る
も
の
か
。

今
、運
行
し
て
い
る
路
線
を
延
長

し
、新
た
な
地
区
へ
の
乗
り
入
れ

に
は
予
算
を
増
額
す
る
か
。

答　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、各
事
業
者

が
所
有
す
る
車
両
で
運
行
し
て
い

る
。予
算
は
認
可
エ
リ
ア
内
の
運

行
で
時
間
単
位
を
基
に
年
額
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、エ
リ
ア
内
の

延
長
な
ら
増
額
は
な
い
。

 

観
光
課
関
係

問　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業

は
、ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、町
全
体
で
の
今
後
の
事
業
展

開
の
予
定
は
。

答　

４
月
の
区
長
会
で
区
の
植
栽
希

望
本
数
の
調
査
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
、下
山
地
区
杉
山
か
ら
身
延

山
へ
の
県
道
沿
い
に
も
植
栽
し
、

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
と
身
延
山
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ト
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。な
お
、み
の
ぶ
自
然
の
里
・

句
碑
の
里
な
ど
に
も
植
栽
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

そ
の
際
の
管
理
は
ど
う
す
る
予

定
か
。

答　

基
本
的
に
は
地
元
に
お
願
い

し
、町
全
体
と
し
て
、日
本
一の
し

だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

問　

河
川
堤
防
敷
へ
の
植
栽
を
検
討

し
て
い
る
か
。

答　

堤
防
敷
へ
の
植
栽
は
、木
の
根

が
堤
防
を
壊
す
恐
れ
が
あ
る
た

め
、国
土
交
通
省
で
の
許
可
は
難

し
い
現
状
だ
が
、適
地
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

▼
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積

率
等
に
係
る
準
則
を
定
め
る
条
例

の
制
定（
Ｐ
13
参
照
）

 

政
策
室
関
係

問　

こ
の
条
例
は
規
制
を
緩
和
す
る

と
い
う
理
解
で
良
い
か
。

答　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。町
内
で

該
当
す
る
事
業
者
は
６
社
だ
が
、

敷
地
内
の
利
用
度
が
あ
が
り
、ま

た
、今
後
の
企
業
誘
致
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▼
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す

る
条
例
の
制
定（
Ｐ
13
参
照
）

 

総
務
課
関
係

問　

同
行
休
業
中
の
給
与
は
支
給
さ

れ
る
の
か
。

答　

給
与
の
支
給
は
な
い
。

問　

今
ま
で
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
な

事
例
が
あ
っ
た
か
。

答　

制
度
成
立
前
に
１
例
あ
っ
た
。

委員会レポート

　現地調査及
び一般会計補
正予算の審議
は、教 育厚生
常任委員会と
の連合で実施
した。
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【
現
地
調
査
】

29
年
６
月
７
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら

◎
本
栖
湖
展
望
地

（
一般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち

中
之
倉
地
内
本
栖
湖
展
望
地
景

観
整
備
業
務
委
託
料
）

　

本
栖
湖
の
展
望
地
景
観
保
持

の
た
め
、県
か
ら
の
委
託
を
受
け

草
刈
を
実
施
す
る
場
所
。

　

中
之
倉
展
望
地（
千
円
札
の

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
撮
影
地
付

近
）の
供
用
が
28
年
11
月
30
日

か
ら
始
ま
っ
た
。

　

利
用
者
の
安
全
性
向
上
の
た

め
に
お
こ
な
っ
て
き
た
展
望
デ
ッ

キ
、解
説
標
識
等
が
設
置
さ
れ

た
。

　

展
望
デ
ッ
キ
ま
で
は
湖
畔
駐

車
場
か
ら
片
道
約
30
分
の
登
山

道
と
な
る
。

◎
本
栖
湖
い
こ
い
の
森

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場

　

森
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場

で
、本
栖
湖
で
の
カ
ヌ
ー
や
カ

ヤ
ッ
ク
の
体
験
が
出
来
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、利
用
者
は
増

加
し
て
い
る
。

　

昭
和
49
年
に
開
設
さ
れ
て
か

ら
年
月
が
経
ち
建
物
等
の
老
朽

化
が
進
み
改
修
等
が
必
要
と
感

じ
ら
れ
た
。

総務産業建設常任

本栖湖展望デッキ

本栖湖展望地

本栖湖いこいの森キャンプ場
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委員長　田中　一泰

 

福
祉
保
健
課
関
係

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

問　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
更

新
研
修
の
対
象
と
な
る
職
員
は

何
人
か
。

答　

対
象
職
員
は
３
人
。

問　

役
場
の
人
事
異
動
に
よ
っ
て
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
か
。

答　

条
例
に
規
定
す
る
人
員
基
準
を

満
た
す
よ
う
、計
画
的
に
確
保
し

て
い
く
。

問　

更
新
研
修
の
導
入
に
よ
っ
て
、

利
用
者
に
影
響
が
で
る
こ
と
は
あ

る
か
。

答　

影
響
は
な
い
。

問　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は

何
人
か
。

答　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
、

保
健
師
１
人
、社
会
福
祉
士
相
当

職
１
人
、事
務
職
員
１
人
、臨
時

職
員
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
、

合
計
６
人
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

の
機
能
を
担
っ
て
い
る
が
、28
年

度
の
相
談
件
数
は
。

答　

お
よ
そ
７
０
０
件
か
ら
８
０
０

件
ほ
ど
。

問　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役

割
は
。

答　

民
間
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

資
質
向
上
の
た
め
、研
修
の
実
施
、

相
談
対
応
，同
行
訪
問
等
を
行

う
。

▼
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

問　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内

容
は
。

答　

制
度
改
正
に
伴
い
こ
れ
ら
に
対

応
し
た
シ
ス
テ
ム
の
改
修
。

問　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

の
内
容
は
。

答　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
は

月
々
の
利
用
者
負
担
の
上
限
額

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

合
計
が
上
限
を
超
え
た
と
き

に
、超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
る

制
度
。

　
　

下
限
が
生
活
保
護
受
給
者
で

１
万
５
千
円
、上
限
が
現
役
並
み

所
得
者
に
相
当
す
る
方
が
い
る
世

帯
で
４
万
４
４
０
０
円
。

　
　

今
回
の
見
直
し
の
対
象
は
、

世
帯
の
ど
な
た
か
が
市
町

村
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方

で
、現
行
３
万
７
２
０
０
円
が

４
万
４
４
０
０
円
に
見
直
し
さ

れ
る
。な
お
、３
年
間
の
時
限
措

置
で
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
は
、年
間
44
万
６
４
０
０
円

（
３
万
７
２
０
０
円
×
12
カ
月
）

の
上
限
が
も
う
け
ら
れ
、年
間
を

通
し
て
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う

に
さ
れ
る
。

問　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い

て
本
人
宛
に
通
知
さ
れ
る
か
。

答　

本
人
に
通
知
す
る
。

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
委
託
が
年
間
１
２
１
件
の
委

託
数
を
見
込
ん
で
い
る
が
介
護
予

防
プ
ラ
ン
全
体
の
件
数
は
。

答　

全
体
で
、月
１
２
０
件（
年
間

１
４
４
０
件
）を
見
込
ん
で
い
る
。

 

子
育
て
支
援
課
関
係

▼
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
施
設
事
業
の
利
用
者

負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

問　

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
保
育

料
に
影
響
は
あ
る
か
。

答　

所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
に
適

用
し
な
い
と
し
て
い
る
の
で
、影

響
は
な
い
。

 

町
民
課
関
係

▼
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

問　

後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
介

護
納
付
金
が
減
額
補
正
さ
れ
た

要
因
は
。

答　

納
付
金
の
額
は
、27
年
度
の
実

績
と
29
年
度
の
推
計
に
よ
り
算

定
さ
れ
る
が
、27
年
度
の
実
績
が

推
計
よ
り
も
下
回
っ
た
た
め
。

教育厚生常任委員会レポート
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芦
澤
議
員　

こ
の
表
題
が
工
場

立
地
法
に
基
づ
く
身
延
町
緑

地
面
積
率
等
に
係
る
準
則
を

定
め
る
条
例
に
な
る
ん
で
は

な
い
か
。

政
策
室
長　

工
場
立
地
法
は
国

の
法
律
な
の
で
、
工
場
立
地

法
に
伴
っ
て
身
延
町
が
定
め

る
と
い
う
こ
と
。

芦
澤
議
員　

25
年
の
法
律
改
正

が
、
な
ぜ
今
、
条
例
を
制
定

す
る
の
か
。
さ
ら
に
任
命
権

者
は
町
長
と
思
わ
れ
る
が
町

長
以
外
の
任
命
権
者
は
。

総
務
課
長　

該
当
事
案
は
な
い

と
判
断
し
制
定
を
見
送
っ
て

き
た
が
配
偶
者
同
行
休
業
申

請
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る

た
め
に
提
案
す
る
。

　
　

任
命
権
者
は
、
町
長
、
教

育
長
、
議
会
事
務
局
で
は
議

長
が
任
命
権
者
と
な
る
。

芦
澤
議
員　

適
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
職
員
は
い

る
の
か
。

総
務
課
長　

現
時
点
で
は
い
な

い
。

渡
辺
議
員　

農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
能

率
給
と
財
源
は
。

産
業
課
長　

担
い
手
営
農
農
地

集
積
及
び
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
等
の
実
績
に
基
づ
く
交

付
金
を
財
源
と
し
て
支
払

う
。

渡
辺
議
員　

ど
の
く
ら
い
の
報

酬
額
か
。

産
業
課
長　

活
動
実
績
に
よ
り

１
人
当
た
り
月
額
約
６
千
円

程
度
と
思
わ
れ
る
。

川
口
議
員　

農
業
委
員
名
簿
に

非
農
業
者
も
い
る
。
委
員
会

活
動
が
な
さ
れ
る
の
か
行
政

側
の
解
釈
は
。

産
業
課
長　

国
等
の
指
導
に
よ

り
、
女
性
・
中
立
者
を
選
定

し
た
。

柿
島
議
員　

農
業
委
員
の
場

合
、
年
額
16
万
円
の
基
本
給

だ
が
、
町
は
ど
う
い
う
ふ
う

に
理
解
し
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長　

農
地
の
権
利
移
動

に
伴
う
現
地
確
認
等
が
主
な

業
務
と
理
解
す
る
。

渡
辺
議
員　

本
町
に
該
当
企
業

が
あ
る
の
か
。

税
務
課
長　

現
在
、
該
当
す
る

企
業
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

川
口
議
員　

幅
員
が
４
メ
ー
ト

ル
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

て
い
る
が
状
況
説
明
を
。

建
設
課
長　

丸
滝
分
譲
地
の
東

区
画
の
入
口
で
、
三
叉
路
の

た
め
入
口
を
10
メ
ー
ト
ル
、

中
が
４
メ
ー
ト
ル
道
路
と

な
っ
て
い
る
。

本 会 議 質疑応答
議
案
第
52
号
　
工
場
立
地
法

に
基
づ
く
緑
地
面
積
率
等
に

係
る
準
則
を
定
め
る
条
例
の

制
定

丸滝分譲地内の町道

議
案
第
54
号
　
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

議
案
第
55
号
　
過
疎
対
策
の

た
め
の
固
定
資
産
税
の
免
除

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
66
号
　
町
道
路
線
の

認
定

議
案
第
53
号
　
職
員
の
配
偶

者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

の
制
定
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あの
どうなった！

問

答

その後

ベストな活用方法を検討し観光に生かしていきたい。

（産業課）観光拠点として指定管理者の下部特産物食品加工組合と協議をすすめ善処し
ていきたい。
施設は２０年たち老朽化がすすんでいる。現在ホタルドームは閉鎖中。
国道300号線の改修でインバウンド集客も期待しているが、味噌づくり体験などの取り
組みを進めていきたい。

問

答

道の駅しもべを活用した観光拠点の構築を。
（平成２８年３月議会　故 松浦　隆議員）

その後

活動拠点は安全な建物、避難所2施設が安全基準に満たない。

（総務課）原分館、勤労青年センター体育館の２施設が指定避難所の耐震基準を満たし
ていない。
地震対策としては近くに安全を確保できる耐震化した大きな施設がなく、今の時点で指
定の見直しは難しい状況であるが、現状でも大雨・洪水の水害対策としては有効で
ある。

災害対策活動拠点・指定避難所の耐震強度を満たしていない施設は。
（平成２８年６月議会　深澤　勝議員）

問

答

その後

地域公共交通会議で審議する予定。

（政策室）平成２９年４月より鰍沢口から身延高校、身延駅のバス運行が実施されている。
高校生の通学の利便性の向上をはかった。

高校生の通学の利便性向上は。
（平成２８年６月議会　赤池　朗議員）

一 般 質 問

議員の質問への当局の対応、回答はどうなってい
るのか！
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

河
井　

淳

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

深
澤　

勝

野
島
俊
博

●条例の制定 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第52号 身延町工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を
定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 身延町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●条例の一部を改正する条例
議案第54号 身延町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 身延町過疎対策のための固定資産税の免除に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 身延町地域包括支援センターの人員及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

●補正予算
議案第58号 平成２９年度身延町一般会計補正予算（第２号） 5064万円増額補正（しだれ桜の里事業整備植栽工事ほか）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第59号 平成２９年度身延町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
33万4千円減額補正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成２９年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

339万円減額補正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 平成２９年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１
号）

184万3千円増額補正（システム改修業務委託料ほか）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 平成２９年度身延町介護サービス事業特別会計補正予
算（第１号）

52万1千円増額補正（介護予防ケアマネジメント業務委託料）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 平成２９年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）

736万6千円減額補正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 平成２９年度身延町農業集落排水事業特別会計補正予
算（第１号）

1万5千円増額補正（維持管理費）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 平成２９年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第
１号）

37万5千円増額補正（維持管理費）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●その他
議案第66号 町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて 異議なしのため適任と意見を付すことに決定

●人事案件
同意第4号
から第17号 身延町農業委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年臨時会
　第３回（５月１１日）
●条例の一部を改正する条例 ●

議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

報告第1号 身延町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告第2号 身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算

議案第50号 平成２９年度身延町一般会計補正予算（第１号）
9041万2千円増額補正（みのぶ自然の里改修工事ほか）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●その他

議案第51号 身延町立身延清稜小学校大規模改修工事請負契約につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　第４回（７月７日）
●その他
議案第67号 身延町みのぶ自然の里の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ×
議案第68号 財産の取得について（災害備蓄品等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
議案第69号 財産の取得について（普通消防積載車２台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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こ
の
た
び
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
よ
り
、
本
町
議
会
議
員

の
草
間
天
氏
が
「
自
治
功
労
者

（
町
村
議
会
議
員
15
年
以
上
在

職
者
」
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

日
時　

29
年
５
月
25
日
（
木
）

場
所　

山
梨
県
自
治
会
館

　
「
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
と

こ
れ
か
ら
の
政
局
展
望
」
と
題

し
、政
治
評
論
家　

有
馬
晴
海
氏

の
講
演
を
聴
い
た
。

日
時　

29
年
５
月
31
日
（
水
）

場
所　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

今
井
照
地
方
自
治
総
合
研
究

所
主
任
研
究
員
が
「
大
震
災
に

お
け
る
自
治
体
と
議
会
の
使
命
」

と
題
し
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
町
村
議
会
特
別
表

彰
を
受
け
た
北
海
道
浦
幌
町
・
京

都
府
精
華
町
両
議
会
議
長
に
よ

る
講
演
が
あ
り
、
両
町
議
会
の
議

会
活
性
化
の
あ
ゆ
み
と
現
状
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
田
口
一
博
新
潟
県

立
大
学
国
際
地
域
学
部
准
教
授

に
よ
る
「
議
長
・
副
議
長
の
あ
り

方
」
と
題
し
た
講
演
を
受
講
し

た
。

視
察
研
修

29
年
５
月
18・19
日（
木・金
）

身
延
町
参
加
議
員　

伊
藤
・
川

口
・
福
與
・
河
井
・
深
澤

 

甲
府
市
峡
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

笛
吹
市
境
川
町

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟

資
源
の
回
収　

ご
み
の
中
の

鉄・ア
ル
ミ・そ
の
他
の
金
属
を

「
資
源
」と
し
て
回
収

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収　

国
内
最
高

水
準
の
発
電
効
率
を
達
成
、高

効
率
な
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

で
発
電

●
リ
サ
イ
ク
ル
棟　

ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
を
図
る
。選
別
回

収
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

 

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
こ
も
ろ

長
野
県
小
諸
市

●
焼
却
施
設　

安
全
で
安
心
な

環
境
に
や
さ
し
い
施
設

●
リ
サ
イ
ク
ル
施
設　

ご
み
に

含
ま
れ
る
資
源
を
回
収
す
る

●
環
境
学
習　

環
境
型
社
会
の

推
進
を
図
る

●
温
浴
施
設　

ご
み
の
焼
却
で

発
生
す
る
余
熱
を
有
効
利
用

 

長
野
森
林
資
源
利
用
事
業
協
同
組
合

長
野
県
長
野
市

県
産
材
供
給
体
制
整
備
事
業

（
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

（
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
推

進
と
農
林
業
の
活
性
化
）等

３
か
所
の
施
設
に
つ
い
て
現
状

や
問
題
点
を
研
修
し
た
。

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
特
別

委
員
会　

 

29
年
６
月
19
日（
月
）

６
月
定
例
会
ま
で
に
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
踏
ま
え
結
審
す
る
事

に
な
っ
た
。

定
例
会　

	

29
年
６
月
28
日（
水
）

・
議
案
第
４
号　

職
員
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
一
般
質
問　
　

柿
島
議
員

入
院
患
者
等
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

表　
　

彰

町
村
議
会
議
員
研
修

全
国
町
村
議
会
議
長・

副
議
長
研
修
会

組
合
議
会
報
告

 

峡
南
衛
生
組
合
議
会

 

飯
富
病
院
議
会
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●研修年月日　　平成29年1月12日（木）身延町役場会議室
●講　　　師　　長野県飯綱町議会議長　　寺島　渉　様　
●参　加　者　　議員　全員　14名　　事務局　2名
●研 修 内 容　　議会活性化・議会改革について　

議員研修会
議会運営委員長　柿島　良行

講師　飯綱町議会議長による研修会

　身延町議会の活性化・議会改革を、議員全員が共通認識を持って
推進するために、議会改革の先進議会として全国をリードしている
長野県飯綱町の寺島渉議長を講師に迎え、議員全員が出席して実施
した。
　飯綱町議会が改革に取り組むことになった経緯と目指す議会の姿
や取り組み経過等について、詳細な説明を受けた。

　この研修を受けて、本町議会においても、議員間の自由討議をとおして、町民の皆様のご意見をもとに、政策
提言をできる議会を目指す取り組みを始めている。

●研修年月日　　平成29年7月4日（火）東京都千代田区全国町村議員会館
●参　加　者　　議会広報編集委員　4名　事務局　1名
●研 修 内 容　　本町議会広報のクリニック・編集のしかたについて

町村議会広報研修会
議会広報編集委員長　赤池　朗

●研修年月日　　平成29年6月29・30日（木・金）
●参　加　者　　議員　11名　　事務局　2名

　２日目　長野県上松町：買い物弱者への支援

議員県外視察研修

　町づくり交付金事業で設立し、営農支援、都市住民との交流・情報発信の業務を中心に活発な活動を行って
いる。
　「交流センターみらい」の視察、更に、観光を手段とする地域活性化の舵取りとして設立準備中の「観光
局」の計画等詳細な説明を受け、有意義な意見交換を行った。

　上松町においては、買い物弱者支援事業として町・ＮＰＯ法人・
商工会が一体となって実施している移動販売車による買い物支援事
業の詳細説明の後、移動販売の実態を視察する等これからの身延町
において大変参考になる研修であった。

買い物弱者支援　移動販売風景

　１日目　長野県松川町：松川町農村観光交流センター「みらい」・町直営の温泉宿泊施設「清流苑」
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身延町の各種委員一覧表 ※議決欄の○印は、議会の同意が必要な委員です。

モニター通信の議会広報モニターからの「身延町の各種委員を明記」の要望により掲載します。
身延町では、多くの委員の皆様のご協力により、住み良いまちづくりをめざしています。

名　　称 委嘱者 人数 任期 所管課 議決
民生委員児童委員 厚生労働大臣 96 人 ３ 年 福 祉 保 健 課
主任児童委員 厚生労働大臣 6 人 ３ 年 福 祉 保 健 課
保護司 法 務 大 臣 16 人 ２ 年 福 祉 保 健 課
結婚相談員 町 　 長 13 人 ２ 年 福 祉 保 健 課
身体障害者相談員 町 　 長 3 人 ２ 年 福 祉 保 健 課
知的障害者相談員 町 　 長 2 人 ２ 年 福 祉 保 健 課
介護保険運営協議会委員 町 　 長 8 人 ３ 年 福 祉 保 健 課
健康づくり推進協議会委員 町 　 長 20 人 ２ 年 福 祉 保 健 課
保健推進委員 町 　 長 150 人 １ 年 福 祉 保 健 課
食生活改善推進員 町 　 長 82 人 任 意 福 祉 保 健 課
行政相談委員 総 務 大 臣 3 人 ２ 年 総 　 務 　 課
人権擁護委員 法 務 大 臣 9 人 ３ 年 総 　 務 　 課 ○
公平委員 町 　 長 3 人 ４ 年 総 　 務 　 課 ○
固定資産評価審査委員 町 　 長 3 人 ３ 年 総 　 務 　 課 ○
選挙管理委員会委員 町 　 長 4 人 ４ 年 総 　 務 　 課 ○
消防委員会委員 町 　 長 10 人 ２ 年 総 　 務 　 課
行政改革推進委員会委員 町 　 長 10 人 ３ 年 総 　 務 　 課
財産区管理会委員（４管理会） 町 　 長 7 人 ４ 年 財 　 政 　 課 ○
　①西嶋財産区管理会委員
　②曙財産区管理会委員
　③大河内地区財産区管理会委員
　④下山地区財産区管理会委員
恩賜林財産区管理会委員(８管理会) 町 　 長 7 人 ４ 年 財　政　課 ○
　①大八坂及び川尻並びに山之神外十五山恩賜林保護財産区管理会委員
　②広野村上外九山恩賜林保護財産区管理会委員
　③第一日影みそね沢恩賜林保護財産区管理会委員
　④第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保護財産区管理会委員
　⑤大久保外七山恩賜林保護財産区管理会委員
　⑥仙王外五山恩賜林保護財産区管理会委員
　⑦姥草里外七山恩賜林保護財産区管理会委員
　⑧入ケ岳外二山恩賜林保護財産区管理会委員
教育委員会委員 町 　 長 4 人 ４ 年 学 校 教 育 課 ○
社会教育委員 教育委員会 15 人 ２ 年 生 涯 学 習 課
スポーツ推進委員 教育委員会 20 人 ２ 年 生 涯 学 習 課
文化財保護審議会委員 教育委員会 10 人 ２ 年 生 涯 学 習 課
消費生活協力員 知 　 事 2 人 ２ 年 観 　 光 　 課
国民健康保険運営協議会委員 町 　 長 12 人 ２ 年 町 　 民 　 課
農業委員会委員 町 　 長 12 人 ４ 年 産 　 業 　 課 ○
総合計画審議会委員 町 　 長 20 人 ２ 年 政 　 策 　 室
土地利用審議会委員 町 　 長 10 人 ２ 年 政 　 策 　 室
男女共同参画推進委員 町 　 長 13 人 ２ 年 政 　 策 　 室
地域公共交通活性化協議会委員 町 　 長 19 人 ３ 年 政 　 策 　 室
都市計画審議会委員 町 　 長 10 人 ２ 年 建 　 設 　 課
下水道事業審議会委員 町 　 長 15 人 ２ 年 環境下水道課
簡易水道運営審議会委員 町 　 長 15 人 ２ 年 水 　 道 　 課
監査委員 町 　 長 2 人 ２ 年 議 会 事 務 局 ○
議会広報モニター 議 　 長 7 人 ２ 年 議 会 事 務 局

上表以外にも３０以上の審議会・協議会・委員会等の委員さんがおりますが、議会広報編集委員会の判断で抜粋で掲載させていた
だきました。
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★表紙について
（№50－ｐ1）

・ピカピカの１年生がまぶしい
ですね。全員が６年後そろ
って中学校に進学できると
いいと思いますが、子ども
の数が少なく統合問題とか
で転校する子どもが出てく
るのではないですかね。
・あらたに開校したことを紹
介する意図は理解できます
が他の小学校の新一年生
もいるわけですから、新年
度の表紙の写真としてふさ
わしくない様に感じます。

★討論（№50－ｐ15）
・賛成・反対の意見の中で「ミス」の記載が見られま
すが、それぞれの部署でしっかりとチェックがなさ
れているのか。公の機関でミスは許されないと思
います。

★町政全般についての意見、要望等
・空き家対策で入居される方には、組や区への参加とか何か規制がありますか。知らない人が別荘のような使
い方をされており、馴染むこともなくかえって不安に感じております。防犯防災面からも心配になります。せめ
て区長への情報は提供された方が良いと思いました。

★おじゃまします（№50－ｐ20）
・和太鼓の認知症予防効果、興味深く読ませてもらい
ました。高齢化社会、後何年かして仕事をしなくてよ
くなったら私も入れてもらおうかなと思いました。

★議案に対する賛否
（№50－ｐ16）

・副町長を置くことに８人の賛成議員が
いたようですが、明確な理由が分かり
ません。職員の数、人件費ともに他町
より多いわけですから、町の行財政
に卓越した生え抜きの職員を抜てき
することは考えなかったのですか。

★予算議会（№50－ｐ2～3）

★教育長教育方針（№50－ｐ5）

・厳しい財政ですが、財源がない
からと削減、縮小の行政でなく、
将来展望に立った施策を考えて
ください。また、自主財源確保の
ためには、未収金、滞納金など
の回収にも努めてください。

・子供たちの声が聞こえなくなって
２カ月、廃校になった学校のグラ
ウンドには草が生え緑が濃くなっ
てきました。統廃合だけして、あ
とはどこかで考えろでは困るの
です。町できちんと今後の対処を
してください。
・子供は宝なので教育はきちんと
考え、いじめのない環境や親子
で楽しんで学べる場を作ってほ
しいです。

モニター通信
（議会だより№50の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆
様の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。

★モニター通信（№50－ｐ19）
・反対あれば賛成あり。モニターの意見や感想は熟読
された結果なのでおもしろく感じました。

★町長施政方針
（№50－ｐ4）

・「生まれて　育って　住んでよかっ
た」の具体策が見えて来ない。
・町内交通網の利便性向上が施政方
針にあり期待しています。

★特別委員会レポート
（№50－ｐ10～11）

・今頃になって旧西島小の大規模改
修工事とは、学校統合問題は以前
から審議されていたはずですが、議
会に不信感を感じます。

★一般質問
（№50－ｐ6～9）

・人件費が他町と比較して突
出しているようですが、厳し
い財政事情の中で軽減化
を図るのは人件費だと思い
ます。職員が受け持つ割合
を見ても他町と比較すると
少なすぎます。
・みのぶ自然の里は残してほ
しいです。都会の子供達、
親子で楽しめる場、学校行
事等いろんな活用があるか
と思います。
・議員さんは現在１３人いると
思いますが、毎号同じ顔ぶれ
の様な気がするのですが。

★質疑応答（№50－ｐ14）
・町営バス設置条例一部改正で
政策室長が関係する地域で説明
会を実施したと回答しています
が地域とはどこのことを示して
いるのか住民は分からない、この
ことの追及が甘いと思いました。

★民生委員・児童委員と議員との懇談会
（№50－ｐ17）

★組合議会報告（№50－ｐ18)
・視察研修では研修議員さんの名前が以前は掲載さ
れていましたが、行かれた方の公表は必要に思いま
す。

★常任委員会レポート
（№50－ｐ12～13）

・財産の取得については厳格に行
うようにしてほしいと思います。

・高齢者が多い中での活動はご苦労が多く大変だと
思います。
・身延町には民生委員の様な委員はどれ位いるのか
（例えば結婚相談員）何かに明記して町民に知ら
せてもらえないでしょうか。　※P18参照
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身延町野球クラブ

平成29年5月21日（日）
「第68回市町村対抗軟式
野球大会」の準決勝、決勝
が行われました。

昨年王者として、追われる
立場になった重圧、強豪と
の連戦、全6試合が2点差
以内の接戦、苦闘を続け
る中で、持ち味の堅守や粘
り、チームの結束力が徐々
に高まり、見事に2連覇を
達成しました。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№51 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　野島 俊博

「昨年の優勝よりも選手
たちの成長を感じた。厳
しい試合ばかりだった
が、よく頑張ってくれ
た。」と選手を労ってい
ました。
来年は、平成3年に旧石
和町チームが達成して以
来の3連覇を目指します。

＜過去3年の身延町チームの成績＞

2014年　第65回大会　第３位

2015年　第66回大会　第３位

2016年　第67回大会　優　勝

塩谷英士監督

第68回市町村対抗軟式野球大会　2連覇

編集委員から
毎試合白熱した試合でしたが応援する人が少なく
寂しかった。
来年はもっと多くの町民の応援をお願いします。

力投した　吉井一紘投手（左）　宝示翔平投手（右）
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